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（別添資料１）

事業所名 こども発達サポート　Waはーと 児童発達支援　　　支援プログラム 作成日 年 月 日

法人（事業所）理念

いきがいと共に歩む。
私たちは、すべての人たちの「いきがい」を応援します。いきがいはひとそれぞれ。だからこそ、ひとりひとりと寄り添い、考え続けます。
５つのいきがい。生きがい：自分らしい人生を歩むこと。居きがい：穏やかに過ごせる居場所のこと。行きがい：参加してよかったと感じること。活きがい：笑顔で活動できる環境のこ
と。逝きがい：望む人生の最期を迎えること。

支援方針

児童発達支援では、専門職による個別療育で、感覚統合遊びを中心に、個々の発達段階に合わせたプログラムを実施します。
みんなの輪とハートで「わっはっは」と笑顔あふれる居場所をつくります
・子どもの特性を理解し、個性を大切にします
・こどもの「やりたい」「できた」を応援します
・子どもも大人も平等で、みんなが楽しい場所をつくります

営業時間 時 分から 時 分まで 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

・健康状態や気分の把握を行います
・トイレ動作や更衣動作、食事動作等の生活動作の評価、次のステップへのサポートを行います
・家庭での様子や生活リズムの把握、生活リズム形成の支援方法を検討していきます
・靴並べやお片付けが習慣化できるよう工夫します

運動・感覚

・感覚統合遊びを中心に、身体の土台作りをおこないます
・姿勢保持や手足の協調性、巧緻動作、ボディイメージを育みます
・感覚特性を把握し、環境調整等の支援方法の検討、提案、実施を行います

認知・行動

・認知や行動の手掛かりとなる概念の形成を図ります
・時間の把握や活動の切り替えを習得できるよう支援します
・遊びを通して、空間認知や思考力、問題解決能力を育てます
・他者や環境に対する適切な行動の習得を目指します

言語
コミュニケーション

・環境や行動に言葉を添えてインプットを行います
・遊びの中に絵や文字、数字、言葉を使っていきます
・感じたことや気持ちを確認し、言語化していく支援を行います

人間関係
社会性

・遊びを通して、他者とのやり取りを経験し、役割分担や協力、ルールやマナーを学んでいきます
・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの苦手さから生じる社会生活の課題に、必要な支援方法を検討します

家族支援

・こどもの発達状況や特性の理解に向けた相談援助
・家族の子育てに関する困りごとに対する相談援助
・個別療育の見学、参加

移行支援

保育所等との支援内容の共有、保育所等訪問支援の実施、併行通園
学校との児童の特性や支援方法の共有
・地域住民との交流

地域支援・地域連携

・こどもが利用する相談支援事業所や障害福祉サービス事業所、他の障害児通
所支援事業所との生活支援や発達支援における連携の取組 

職員の質の向上

・会社全体での年間研修
・事業所としての教育プログラムを活用
・外部講師による事業所内研修や、外部研修への派遣
・事業所内外での事例検討会

主な行事等

保護者会、お披露目会
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